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「100 年継続する企業をめざして」 
誇りと責任を持って安心と快適をお届けします。 
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■本  社 〒163-0669 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 36 階 
TEL:03-3344-5711（代表）／FAX:03-3344-5986 

■支  社 東京・神奈川・関東・北海道・新潟・上信・東海・関西・九州 
■営 業 所 札幌・釧路・旭川・帯広・函館・新潟・⾧岡・柏崎・上越・糸魚川・苗場・⾧野・松本 
      ・高崎・さいたま・名古屋・大阪・神戸・福岡・佐世保 
■業務内容 施設運営事業（総合ビルメンテナンス業［設備・清掃・警備］・建物修繕・建物包括診断 

・ホテル客室整備・マンション管理）／プロパティマネジメント事業／介護事業 
■関連会社 二幸ホールディングス株式会社・株式会社アセント・富士防災警備株式会社 

・糸魚川二幸株式会社 
 

 
                        http://hotel-ascent.jp/ 
 

■ホテル アセントイン札幌 北海道札幌市白石区東札幌 3 条 2 丁目 1-3 TEL 011-820-2800 
■ホテル ハミルトン札幌 北海道札幌市中央区南 1 条西 15 丁目 1-238 TEL 011-632-0080 
■ホテル フロンティアいわき 福島県いわき市平字大工町 10-6 TEL 0246-25-1117 
■ホテル アセント浜松 静岡県浜松市中区砂山町 353-1 TEL 053-454-0330 
■ホテル アセントプラザ浜松 静岡県浜松市中区板屋町 2-109 TEL 053-453-2500 
■ホテル サウスガーデン浜松 静岡県浜松市中区砂山町 325-30 TEL 053-451-1800 
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◎表紙◎

『大井田の郷公園の桜』
（十日町市四日町 2187）

写真提供：
（一社）十日町市観光協会

越後妻有・十日町市郊外・旧中条
村四日町地域の大井田。中世の武
将・大井田氏にちなんだ古い土地
柄のこの地の「大井田の郷（さと）公
園」は隠れた桜の名所。池を囲む
ように桜が立ち並び、水鏡に空の

青色と桜の薄桃色が美しく反射
します。一休みできる東屋もあ
り、ゆったり花見を楽しむことが
できます。叉、公園の直ぐ隣には
地域一の古刹・神宮寺がありま
す。是非お立ち寄りください。

　井上 井月（いのうえせいげつ）（1822 ～ 1887）は、文政５年、長岡で生まれる。
詳細不明なるも長岡藩の武士の出といわれている。天保 10 年（1839 年）江戸に
出て、以降生涯、松尾芭蕉の詫びの俳諧の世界を求めて漂泊行脚の生活を送る。
長い間、無名の存在であったが、大正 10 年（1921 年）に出版の『井月の句集』 

（芥川龍之介・跋、下島勲・編纂）で、一躍脚光を浴び、近世俳人の最後の高峰 
という評価が定着。数少ない越後望郷の一句―初鮭やほのかに明けの信濃川―。
近年、岩波文庫『井月句集』（復本一郎・編、2012.10.16・刊）など出版多数。

井上 井月
『井上井月伝説』 『漂泊の俳人�井上井月記』

（俳人）

NIIGATA《名作・至宝》GALLERY
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会場をいっぱいに埋めた参加の会員達

熱心な質問も多数

講演を締めくくる宮田講師

親しみを込めた語り口の宮田講師 会場後方入口から登場の宮田講師

　
２
月
９
日
（
木
）
午
後
２
時
か

ら
宮
田
亮
平
講
師
を
迎
え
て
の
文

化
講
演
会
は
、
会
場
の
新
潟
県
人

会
館
二
階
ホ
ー
ル
が
受
付
間
も
な

く
席
が
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
の
大

盛
況
で
開
演
と
な
っ
た
。

　
会
館
の
玄
関
に
飾
ら
れ
て
い
る

群
れ
で
泳
ぐ
イ
ル
カ
の
彫
刻
「
勇

進
」
の
作
者
で
あ
り
、
文
化
庁
長

官
を
務
め
ら
れ
た
著
名
な
宮
田
亮

平
氏
の
講
師
と
い
う
こ
と
か
ら
聴

講
者
も
多
い
。
司
会
者
の
講
師
紹

介
が
終
わ
る
と
、
突
然
客
席
後
ろ

か
ら
元
気
良
く
大
き
な
声
で
挨
拶

し
な
が
ら
登
場
し
会
場
の
度
肝
を

ぬ
く
。
司
会
に
対
し
て
も
注
文

　「
今
日
は
あ
ま
り
細
か
い
事
言
わ

ず
堅
苦
し
く
な
く
や
り
ま
し
ょ
う
」

　「
佐
渡
弁
で
も
大
丈
夫
か
ネ
」

と
非
常
に
気
さ
く
に
話
さ
れ
講
演

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　
初
め
て
生
ま
れ
故
郷
佐
渡
を
出
、

東
京
へ
向
か
う
船
の
上
、荒
波
で

イ
ル
カ
の
群
れ
に
遭
遇
し
た
強
烈

な
思
い
出
と
な
り
後
の
作
品
の
も

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、好
き
な
言

葉
と
し
て
作
家
井
上
や
す
し
の
言

葉
を
紹
介
―
―
、

「
む
ず
か
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
」

「
や
さ
し
い
こ
と
を
ふ
か
く
」

「
ふ
か
い
こ
と
を
お
も
し
ろ
く
」

　
今
日
の
私
の
お
話
は
―
―

「
む
ず
か
し
い
こ
と
を
面
白
く
」

や
っ
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
後
ス
ラ
イ
ド
を
映
し
な
が

ら
ご
自
分
の
手
掛
け
て
き
た
作
品

へ
の
思
い
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

　
最
後
に「
鼻
歌
ま
じ
り
の
命
が
け
」

の
一
枚
で
一
時
間
を
超
え
る
講
演

は
終
了
。
堅
い
話
を
柔
ら
か
く
、

予
想
外
に
気
軽
に
聞
け
た
興
味
深

く
面
白
い
お
話
と
な
っ
た
。
最
後

の
質
疑
応
答
で
は
二
人
目
若
い
人

の
質
問
に
対
し
て
、「
あ
な
た
の
質

問
は
長
す
ぎ
る
！
し
か
し
良
い
内

容
で
有
難
う
！
」と
厳
し
い
ア
ド

バ
イ
ス
を
与
え
な
が
ら
元
教
授
ら

し
い
ピ
ッ
シ
と
し
た
返
答
に
一
瞬

気
が
ひ
き
し
ま
っ
た
。

人それぞれの日々うつろいの中での、「ときめきのとき」がある。喜びや悲しみ。感動や失敗。
それらをどのように受け止めて今日明日を過ごしていけばよいのでしょうか！

会
場
を
自
在
に
巡
り
な
が
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
な
講
演

金
属
工
芸
作
家
と
し
て
の
自
作
品
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

　
宮
田
亮
平
氏
は
、
長
い
間
、
東

京
藝
術
大
学
教
授
、藝
術
学
部
長
、

学
長
、
文
化
庁
長
官
な
ど
の
要
職

に
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
も
、
金
工

作
家
と
し
て
の
制
作
活
動
も
精
力

的
に
続
行
。
そ
の
作
品
は
、
東
京

駅
の「
銀
の
鈴
」、
東
京
メ
ト
ロ
上

野
駅
の
パ
ン
ダ
の
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

の
絵
な
ど
を
入
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
な
ど
、
数
多
く
公
共
の
場
に

展
示
さ
れ
て
い
る
。

第35回
文化講演会

「ときめきのとき」
講師・宮田亮平（日展理事長・元東京藝術大学学長・

金属工芸作家 ）

主催：（一財）東京新潟県人会館 / 東京新潟県人会 （企画：文化委員会）
日時：令和５年（2023 年）２月９日（木） 14：00 ～ 16：00　　会場：ふれあいふるさと館（県人会館）２F ホール
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◉
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
自
作
品
説
明
◉

①
　 

Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の

際
に
紹
介
さ
れ
た
法
隆
寺
の

復
元
図
　

②
　 

釈
迦
像
も
本
物
そ
っ
く
り
に

作
り
上
げ
た
　

③
　 

ゴ
ッ
ホ
の
自
画
像
、
後
ろ
か

ら
も
再
現
し
た
ク
ロ
ー
ン
文

化
財
　

④
　 
幼
稚
園
で
園
児
と
同
じ
目
線

で
話
し
て
い
る
写
真
　

⑤
　 
藝
大
１
２
０
周
年
。「
道
」
と

名
の
付
く
こ
と
は
や
っ
て
き

て
い
な
い
。
芸
大
で
初
の
茶

会
へ
の
取
り
組
み
　

⑥
　 

世
界
遺
産
沖
ノ
島
の
話
　

⑦
　 

作
品
作
り
と
作
品
の
展
示
に

つ
い
て
の
説
明
、

⑧
　 

ノ
ア
の
箱
舟
の
つ
も
り
　

⑨
　 

ス
ケ
ッ
チ
画
二
点
の
説
明

⑩
　 

陶
芸
は
難
し
い
、
辛
子
蓮
根

⑪
　 

彫
刻
像
二
つ
の
説
明
　

⑫
　 

三
越
百
貨
店
日
本
橋
本
店
新

館
エ
ン
ブ
レ
ム
の
外
観
写
真

と
説
明

⑬
　
恵
比
寿
像
　

⑭
　
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

⑮
　
天
皇
陛
下
へ
の
献
上
品
　

⑯
　
Ｊ
Ｒ
東
京
駅 「
銀
の
鈴
」

　
　（
２
０
０
７
年
設
置
。

　
　
直
径
80
㎝
、
重
さ
70
㎏
）

私
た
ち
の
「
東
京
新
潟
県
人
会
」
と
の
永
く
深
い
関
わ
り

JR 東京駅の「銀の鈴」 メトロ上野駅のステンドグラス 三越本店新館のエンブレム

県人会３F会議室に設置の『光』 県人会 100周年記念一文字揮毫『光』 県人会館１Fに設置の『勇進』

会館完成記念『勇進』こけら落とし

110周年『記念誌』 100周年『記念誌』

◉
宮
田
亮
平
・
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
◉

　
宮
田
亮
平（
み
や
た
り
ょ
う
へい
）氏
は
、

１
９
４
５
年（
昭
和
20
年
）６
月
８
日
、

佐
渡
市
で
生
ま
れ
る
。２
代
目
宮
田

藍
堂（
み
や
た
ら
ん
ど
う
）の
三
男
。

金
属
工
芸
作
家
。
日
展
理
事
長
。

１
９
７
２
年  

東
京
藝
術
大
学
大
学

院
鍛
金
専
攻
終
了

１
９
９
２
年  

東
京
藝
術
大
学

工
芸
科 

教
授
に
就
任

２
０
０
５
年
～
２
０
１
６
年 

東
京
藝
術
大
学 

学
長

２
０
１
６
年
～
２
０
２
１
年 

文
化
庁
長
官

２
０
２
３
年 

日
本
藝
術
院
会
員

（
第
三
分
科
・
工
芸
）

代
表
作
に
、イ
ル
カ
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た「
シ
ュ
プ
リ
ン
ゲ
ン
＝
飛
翔
」

シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。
ま
た
、東
京
駅

の「
銀
の
鈴
」は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
。

イ
ル
カ
・
シ
リ
ー
ズ
『
勇
進
』
は

県
人
会
館
の
シ
ン
ボ
ル

　
宮
田
亮
平
氏
は
、
佐
渡
の
芸
術
一

家
で
育
ち
、
学
生
時
代
か
ら
学
長
退

任
ま
で
、実
に
半
世
紀
に
も
及
び
、

東
京
上
野
の
東
京
藝
術
大
学
で
過

ご
さ
れ
て
い
る
。そ
ん
な
こ
と
で
、

東
京
上
野
に
会
館
を
構
え
る
私
た

ち
新
潟
県
人
会
の
佐
渡
出
身
の
会

員
と
は
、古
く
か
ら
深
い
交
流
・
交

歓
が
。こ
う
し
た
ご
縁
で
、県
人
会

１
０
０
周
年
時
に
は
、藝
大
卒
業
式

の
恒
例
行
事
・
先
生
の「
一
字
揮
毫
」

で
、『
光
』
を
ご
揮
毫
頂
く
。そ
し
て
、

１
１
０
周
年
の
新
会
館
完
成
時
に

は
、
イ
ル
カ
・
シ
リ
ー
ズ
『
勇
進
』

の
制
作・ご
寄
贈
を
頂
い
て
い
ま
す
。

両
作
品
は
い
ず
れ
も「
記
念
誌
」の

表
紙
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

 

（
広
報
・
佐
藤
／
樋
口
）
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・
村
上
市
朝
日
ふ
る
さ
と
会
　
　

高
橋
正
作
会
長 

多
田
行
雄
事

務
局
長

・
し
ば
た
豊
浦
会
高
山
博
司
会
長
　

塩
浦
誠
事
務
局
長

・
城
下
町
新
発
田
会 

小
野
悦
男

会
長
　
松
川
吉
男
幹
事
長

・
首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会
　
　

河
内
廣
治
会
長
　
渡
辺
勝
蔵
事

務
局
長

　
主
催
者
側
と
し
て
多
田
県
人
会

副
会
長 

杉
山
副
会
長 

坂
田
組
織

委
員
長 

鏡
副
委
員
長
、
村
山
委

員
、宮
内
委
員
／
樋
口
広
報
委
員
長

　
午
前
11
時
、
坂
田
組
織
委
員
長

の
司
会
進
行
の
も
と
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
最
初
に
多
田
県
人
会
副

会
長
か
ら
―
―

　「
こ
の
交
流
会
の
目
的
は
、
県

人
会
本
部
の
我
々
と
皆
様
方
郷
人

会
の
関
係
が
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
よ
う
に
と
願
っ
て
の
交
流
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
こ
の

交
流
会
で
頂
い
た
貴
重
な
意
見
な

ど
、
最
後
に
ま
と
め
を
し
て
必
ず

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
日
も
皆
さ
ん
と
の

活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
る
事
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
出
席
者
15
名
か

ら
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
郷
人
会
出
席
役
員
か
ら

会
に
つ
い
て
報
告
・
活
発
な
議
論

　
そ
の
後
、
各
郷
人
会
代
表
者
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
会
の
歴
史
、
特
徴
、

最
近
の
活
動
状
況
、
年
間
行
事
、

役
員
会
、
県
人
会
の
会
員
数
、
会

員
の
増
減
状
況
、
会
費
と
活
動
資

金
に
つ
い
て
な
ど
皆
さ
ん
細
か
な

資
料
も
用
意
さ
れ
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
最
初
の
東
京
村
上
市
郷
友
会
は

創
立
145
年
（
明
治
12
年
創
立
）
に

な
る
と
い
う
伝
統
あ
る
郷
人
会

で
、
先
輩
方
が
大
切
に
し
て
き
た

郷
土
愛
と
絆
を
今
も
引
き
継
い
で

き
て
い
る
。
９
月
の
総
会
時
「
三

面
川
の
鮎
を
食
べ
る
会
」
と
12
月

の
「
鮭
を
食
べ
る
会
」
は
盛
会
で

今
も
立
派
に
伝
統
を
守
っ
て
い
る

と
い
う
。
続
い
て
の
朝
日
ふ
る
さ

と
会
、
新
発
田
地
区
、
関
川
と
順

に
現
在
の
活
動
状
況
他
の
発
表
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

村
上
、新
発
田
地
区
５
団
体
参
加
で

第
10
回
交
流
・
懇
親
会
開
催

　
２
月
も
早
下
旬
に
は
い
り
、
会

館
近
く
に
あ
る
湯
島
天
神
の
梅
も

そ
ろ
そ
ろ
見
頃
を
感
じ
さ
せ
る
２

月
21
日
（
火
）、
第
10
回
交
流
会

が
11
時
か
ら
県
人
会
館
（
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
館
）
３
階
第
４
会
議

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い

日
中
は
寒
さ
も
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ

な
い
好
天
の
中
で
皆
様
お
集
ま
り

頂
き
ま
し
た
。

　
交
流
会
も
10
回
目
と
な
っ
た
今

回
は
下
越
・
村
上
、
新
発
田
地
区

の
郷
人
会
５
団
体
と
の
交
流
会
と

な
り
、
参
加
人
員
は
下
記
の
通
り

で
郷
人
会
役
員
10
名
と
主
催
者
で

あ
る
組
織
委
員
会
及
び
広
報
委
員

７
名
、
計
17
名
で
の
会
合
と
な
り

ま
し
た
。

・
東
京
村
上
市
郷
友
会
　
佐
藤
勝

郷
友
会
代
表
幹
事
　
細
井
ミ
ツ

子
県
人
会
副
会
長

　
後
半
に
は
県
人
会
及
び
そ
れ
ぞ

れ
の
発
表
に
対
す
る
質
問
な
ど
、

今
回
も
非
常
に
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
要
望
と

し
て
県
人
会
の
新
年
会
ほ
か
行
事

に
対
し
て
や
広
報
の
在
り
方
な
ど

貴
重
な
提
言
が
な
さ
れ
県
人
会
活

動
へ
の
大
い
な
る
参
考
意
見
を
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
最
近

の
県
人
会
広
報
ウ
ェ
ブ
が
非
常
に

良
く
な
っ
て
い
る
と
の
お
褒
め
の

言
葉
も
出
て
担
当
者
に
は
大
い
に

励
み
に
な
る
こ
と
で
し
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
も
加
わ
り

和
や
か
な
交
流
・
交
歓

　
午
後
１
時
に
は
食
事
タ
イ
ム
、

ア
ル
コ
ー
ル
会
と
な
り
、
こ
こ
で

も
食
事
を
と
り
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

と
話
が
広
が
り
ま
し
た
。
会
員
の

高
齢
化
問
題
な
ど
が
い
つ
も
話
題

に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
暗
い

話
は
聞
き
た
く
な
い
、
現
状
で
ど

う
や
っ
て
い
く
か
考
え
ま
し
ょ

う
。「
も
っ
と
明
る
く
元
気
で
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
ダ
メ
で
す
ね
」

と
、十
分
な
交
流
が
出
来
ま
し
た
。

　
最
後
は
杉
山
副
会
長
の
挨
拶
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
広
報
委
員
　
佐
藤 

勝
）

出席者全員で活発な議論各郷人会役員から詳細な報告食事タイムの和やかな交流・交歓

参
加
団
体
：
東
京
村
上
郷
友
会
／
村
上
市
朝
日
ふ
る
さ
と
会
／
し
ば
た
豊
浦
会

　
　
　
　
　
城
下
町
新
発
田
会
／
首
都
圏
在
住
関
川
村
人
会

　
・
日
時
：
令
和
５
年
２
月
21
日（
火
）

　
・
場
所
：
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
館（
県
人
会
館
）３
Ｆ
第
４
会
議
室

　
・
主
催
：
組
織
委
員
会

第
10
回
「
下
越
・
村
上
、新
発
田
地
区
郷
人
会
と
の
交
流
・
懇
親
」

◉「
県
人
会
と
郷
人
会
と
の
交
流
・
懇
親
」
シ
リ
ー
ズ
◉

（ 6 ）



地区県人会・郷人会だより
　
令
和
５
年
城
下
町
新
発
田

会
新
年
祝
賀
会
は
、
１
月
15

日
（
日
）、
東
天
紅
上
野
本

店
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
伊

藤
純
一
新
発
田
市
副
市
長
、

渡
邉
誠
一
市
民
ま
ち
づ
く
り

支
援
課
長
、
廣
川
高
志
東
京

新
潟
県
人
会
副
会
長
、
さ
ら

に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
小
谷

野
達
雄
関
西
新
潟
県
人
会
会

長
（
新
発
田
市
五
十
公
野
出

身
）、
高
山
博
司
し
ば
た
豊

浦
会
会
長
が
出
席
し
、
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

今
年
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
、
総
勢
は
32
名
で
例

年
を
下
回
る
人
数
だ
っ
た
。

　
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
小

野
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
休
会
が
相
次
ぎ
、
久
々
に

み
な
さ
ん
に
お
会
い
で
き
た

こ
と
が
た
い
へ
ん
う
れ
し

い
」「
今
年
は
延
期
さ
れ
て

い
る
創
立
20
周
年
の
記
念
事

業
を
行
い
た
い
」
と
の
抱
負

を
述
べ
た
後
、「
新
発
田
の

も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
・
食

べ
ま
し
ょ
う
・
飲
み
ま
し
ょ

　
２
月
３
日（
金
）御
徒
町
吉

池
９
階
に
て
開
催
し
コ
ロ
ナ

禍
に
か
ま
け
て
、こ
こ
３
年

余
り
ご
無
沙
汰
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
に
入
り
阿
賀
町
４

カ
町
村
郷
人
会
は
２
０
２
２

年
を
最
後
と
し
て
本
年
よ
り

阿
賀
町
会
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
す
。
雪
椿
発
祥

の
地
阿
賀
町
で
す
。２
０
０
９

年
に
発
足
し
た
東
京
え
ち
ご

雪
椿
の
会
も
今
年
で
16
年
目

を
迎
え（
久
々
の
新
年
総
会

も
）新
潟
県
人
会
、来
賓
と
会

員
を
含
め
34
名
の
会
合
と
な

り
ま
す
。

　
第
１
部
　
星
野
会
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
昨
年
県
人
会

館
理
事
長
川
村
相
談
役
の
訃

報
に
続
い
て
佐
伯
初
代
会

長
、
田
辺
副
会
長
と
相
次
い

で
の
訃
報
に
黙
祷
し
一
同
心

よ
り
御
冥
福
を
お
祈
り
致

し
、
御
来
賓
会
員
皆
様
方
の

ご
自
愛
を
お
願
い
を
致
し
ま

し
た
。
続
き
ま
し
て
雪
椿
の

会
、
名
誉
会
長
横
野
寅
夫
様

ご
来
賓
挨
拶
　
県
人
会
館
理

事
長
佐
藤
永
久
様
／
御
来
賓

挨
拶
　
株
式
会
社
吉
池
会
長

う
」
と
、
新
発
田
市
に
貢
献

し
よ
う
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
二
階
堂
新
発
田
市

長
か
ら
は
「
昨
年
は
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、『
こ
う
ゆ
う
時
だ
か
ら

こ
そ
』
と
の
市
民
の
力
強
い

声
に
後
押
し
い
た
だ
き
、『
城

下
町
新
発
田
ま
つ
り
』
を
開

催
し
た
」「
４
月
に
は
郷
土

が
生
ん
だ
大
倉
喜
八
郎
翁
の

向
島
別
邸
『
蔵
春
閣
』
の
移

築
が
市
内
東
公
園
内
に
完
成

し
、
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

新
発
田
の
新
た
な
名
所
を
ぜ

ひ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
た
。

�

（
会
長
　
小
野
　
悦
男
）

髙
橋
登
様
／
乾
杯
　
県
人
会

相
談
役
若
井
謙
一
様
／
中
締

め
　
県
人
会
相
談
役
春
日
寛

様　
第
２
部
　
乾
杯
　
県
人
会

副
会
長
鈴
木
輝
雄
様

中
締
め
　
雪
椿
名
誉
会
長
　

加
藤
喜
七
様
　
御
来
賓
　
会

員
の
皆
様
こ
の
コ
ロ
ナ
、
寒

い
中
参
加
し
て
頂
き
感
謝
い

た
し
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
お

逢
い
し
一
人
で
吞
む
酒
の
味

と
皆
様
と
一
緒
に
飲
め
る
こ

と
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
事
な

の
か
、改
め
て
知
り
ま
し
た
。

雪
椿
の
会
名
誉
会
長
横
野
様

95
歳
と
聞
き
ま
し
た
が
本
当

な
の
で
し
ょ
う
か
只
々
若
く

信
じ
ら
れ
な
い
若
さ
で
す
。

御
来
賓
　
株
式
会
社
吉
池
会

長
　
髙
橋
様
　
故
郷
の
お
酒

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
キ
ン

グ
レ
コ
ー
ド
舞
さ
く
ら
様
の

美
声
で
総
会
を
盛
り
上
げ
て

頂
き
　
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
東
京
え
ち
ご
雪
椿

の
会
　
総
会
に
ご
協
力
頂
き

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
副
会
長
　
長
谷
川
昭
夫
）

城
下
町
新
発
田
会

新
年
祝
賀
会
　
　
会
長
　
小
野
　
悦
男

日
時
：
令
和
５
年
１
月
15
日
（
日
）

場
所
：
東
天
紅
上
野
本
店

東
京
え
ち
ご
雪
椿
の
会

総
会
　
　
会
長
　
星
野
　
憲
三

日
時
：
令
和
５
年
２
月
３
日
（
金
）

場
所
：
御
徒
町
吉
池
９
階

　
越
後
獅
子
の
会
、
第
23
回

「
新
年
総
会
祝
賀
会
」
を
２

月
12
日
ベ
ル
セ
ゾ
ン
で
会
員

会
友
89
名
の
参
加
、
ご
来
賓

に
東
京
新
潟
県
人
会
小
林
会

長
は
じ
め
８
名
の
ご
臨
席
を

戴
き
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
無

事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

一
昨
年
と
自
粛
中
止
で
３
年

ぶ
り
の
新
年
総
会
祝
賀
会
に

な
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
は

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔
が

絶
え
な
い
祝
賀
会
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
、
全
国
的
県
人
会

は
会
員
の
高
齢
化
で
会

の
継
承
に
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
越
後
獅
子

の
会
は
「
つ
な
ご
う
獅

子
の
会
を
次
世
代
に
」

を
目
標
に
青
年
部
を
発

足
し
て
６
年
の
歳
月
を

青
年
部
と
年
間
行
事
を

共
有
す
る
こ
と
で
自
分

達
が
次
世
代
を
担
い
継

承
し
て
い
く
自
覚
が
育

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
昨

年
５
月
に
初
め
て
開
催

さ
れ
た
青
年
部
異
業
種

情
報
交
流
会
に
青
年
部

会
員
が
大
勢
集
い
活
発
な
交

流
会
に
な
り
、
今
年
も
５
月

11
日
に
２
回
目
の
実
施
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
、
現
在
青
年

部
会
員
41
名
、
今
年
も
青
年

部
の
会
員
増
強
と
活
動
で
獅

子
の
会
が
飛
躍
し
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
今
年
も
盛
り

沢
山
の
年
間
行
事
に
参
加
さ

れ
大
い
に
人
生
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

�

（
会
長
　
鈴
木
　
忠
夫
）

越
後
獅
子
の
会

第
23
回
　
新
年
総
会
祝
賀
会

日
時
：
令
和
５
年
２
月
12
日
（
日
）

場
所
：
ベ
ル
セ
ゾ
ン

（�7�）



東
京
相
川
会
か
ら
は
若
林
会
長
始

め
役
員
10
数
名
が
参
加
し
て
晴
天

下
の
元
で
賑
や
か
な
「
植
樹
式
」

と
成
り
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
当

日
の
佐
渡
テ
レ
ビ
や
翌
日
の
新
潟

日
報
紙
な
ど
で
報
道
さ
れ
、
東
京

相
川
会
の
名
前
を
知
っ
て
頂
く
良

い
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

手
を
か
け
て
「
や
ま
ぼ
う
し
」

の
白
い
花
を
心
待
ち

　
そ
の
後
帰
省
の
度
に
会
員
の
皆

さ
ん
は
、「
や
ま
ぼ
う
し
」
が
順

調
に
成
長
し
、
二
年
後
三
年
後
に

白
い
大
輪
の
花
が
咲
く
事
を
楽
し

み
に
し
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
期
待
に
反
し
、
樹
は
成

長
す
る
ど
こ
ろ
か
、
年
々
生
気
が

薄
れ
枯
れ
始
め
る
物
も
現
れ
る
始

末
で
、
業
者
に
保
全
を
依
頼
す
る

予
算
も
な
く
、
成
り
行
き
に
任
せ

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◉
特
別
寄
稿
◉

郷
土
佐
渡
相
川
に
、そ
し
て
先
人
に

感
謝
を
込
め
て
記
念
植
樹

�

東
京
相
川
会�

会
長�

寺
尾�

晃

樹
は
街
路
樹
に
は
相
応
し
く
な
い

と
の
ご
指
導
が
有
り
厳
し
い
自
然

環
境
も
考
慮
し
て
「
や
ま
ぼ
う
し

（
は
な
み
ず
き
科
）」
を
選
択
し
ま

し
た
。
場
所
は
観
光
バ
ス
が
佐
渡

の
青
い
空
を
バ
ッ
ク
に
街
を
見
下

ろ
し
な
が
ら
走
る
道
路
沿
い
（
通

称
道
遊
道
路
）
と
し
、
何
と
か
当

年
（
２
０
１
３
年
）
４
月
初
旬
に

は
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
距
離
に
15

本
の
植
樹
を
す
る
準
備
が
整
い
ま

し
た
。

　
植
樹
当
日
の
４
月
19
日
、
佐
渡

市
か
ら
は
甲
斐
市
長
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
準
備
を
頂
い
た
相
川
支
所

の
皆
様
や
町
の
関
係
者
、
そ
し
て

創
立
60
周
年
を
記
念
し
て

郷
土
相
川
に
植
樹

　
今
か
ら
10
年
前
の
２
０
１
３
年

（
平
成
25
年
）、
東
京
相
川
会
は
、

人
間
で
い
え
ば
還
暦
に
あ
た
る
創

立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
こ
の
節
目
の
年
に
先

人
た
ち
が
60
年
の
長
き
に
亘
り
築

い
て
く
れ
た
郷
土
会
が
、
郷
土
の

発
展
に
寄
与
し
、
そ
の
活
動
が
現

在
も
継
承
し
て
い
る
証
と
し
て
会

員
の
賛
同
を
頂
き
記
念
事
業
を
計

画
し
ま
し
た
。
事
業
内
容
は
議
論

を
重
ね
、
植
樹
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
お
り
し
も
、
当
時
の
佐
渡
、
特

に
相
川
は
佐
渡
鉱
山
を
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
の
機
運
が

高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
観
光
に

寄
与
し
機
運
醸
成
の
一
助
に
な
れ

ば
と
の
思
い
で
意
見
が
一
致
し
ま

し
た
。

　
樹
の
種
類
は
「
桜
」
を
予
定
し

ま
し
た
が
、
道
路
管
理
者
（
新
潟

県
地
域
振
興
局
）
か
ら
根
の
張
る

　
そ
ん
な
折
２
０
１
９
年
の
秋
、

小
生
が
冬
季
を
除
く
三
シ
ー
ズ
ン

佐
渡
相
川
で
生
活
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
、「
や
ま
ぼ
う
し
」
の
面
倒

を
見
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
早
速
、
枡
の
中
に
茂
っ

た
雑
草
の
駆
除
、
追
肥
、
水
の
補

給
等
、
潰
れ
る
こ
と
は
全
て
や
っ

て
み
ま
し
た
。
11
月
末
に
佐
渡
を

離
れ
る
時
は
、
防
風
網
で
木
を
囲

い
、
寒
風
対
策
も
試
み
て
佐
渡
を

離
れ
ま
し
た
。

　
翌
年
４
月
に
樹
の
成
長
が
楽
し

み
で
勇
ん
で
佐
渡
に
帰
り
ま
し
た

が
、
こ
の
年
、
春
か
ら
毛
虫
が
大

量
発
生
し
て
、
新
芽
が
被
害
を
受

け
、
毛
虫
駆
除
に
一
日
に
一
本
の

樹
か
ら
120
匹
も
駆
除
し
た
程
で
し

た
。
草
取
り
、
水
遣
り
、
追
肥
を

し
、
秋
に
は
網
を
か
け
て
佐
渡
を

離
れ
ま
し
た
。

　
翌
年
、
何
と
か
成
果
が
有
り
、

は
じ
め
て
一
本
の
木
に
白
い
花
を

二
個
つ
け
ま
し
た
。
楽
し
み
に
し

て
い
た
矢
先
、
初
春
に
厳
し
い
冷

え
込
み
が
有
り
霜
が
芽
を
枯
ら
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
夏
に
成
っ
て

か
ら
元
気
な
葉
を
茂
ら
せ
た
だ
け

に
残
念
な
年
で
し
た
。

未
だ
心
ざ
し
半
ば
な
れ
ど

先
人
へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て

　
昨
年
、
一
昨
年
と
同
じ
よ
う
な

ケ
ア
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
林
業

関
係
の
人
か
ら
「
残
っ
た
樹
は
あ

の
ま
ま
で
育
つ
の
で
は
」
と
の
意

見
も
あ
り
、
今
年
か
ら
草
取
り
く

ら
い
に
し
て
、
自
然
体
で
様
子
を

見
よ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
我
々
を
育
て
て
く
れ
た
郷
里
へ

の
恩
に
報
い
ん
と
会
員
の
皆
様
か

ら
浄
財
を
ご
寄
付
頂
い
て
実
施
し

た
も
の
の
、
未
だ
心
ざ
し
半
ば
で

は
あ
り
ま
す
が
、沖
に
浮
か
ぶ「
一

里
島
」
を
み
る
時
、
先
人
た
ち
が

喜
ん
で
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
気

が
し
、勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
い
つ
か
は
き
っ
と
大
輪
の

花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
と
信
じ

て
、
今
し
ば
ら
く
こ
の
活
動
を
続

け
て
行
く
所
存
で
お
り
ま
す
。

（
記・東
京
相
川
会
副
会
長 

石
塚
豊
）
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会 員 各 位

 令和５年４月吉日

 東京新潟県人会　会長　小林保廣

第 113 回　令和５年度定時総会開催について

会員の皆様には、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

平素より、本会につきまして、ご理解とご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、第 113 回（令和５年度）の定時総会を下記のとおり開催いたします。

本定時総会は、昨年及び一昨年がコロナ禍による書面決議でありましたが、３年

ぶりに会員の参集による開催として行います。

令和４年度の事業報告と決算報告ならびに監査報告の承認および令和５年度の事

業計画（案）が上程されます。

何卒ご出席をお願いいたしたく、ご案内申し上げます。

なお、総会終了後、懇親会を開催する予定でおります。開催に当り、会場では感

染対策を徹底してまいりますのでご協力のほどお願い申し上げます。

記

日　　時　　　令和５年５月 20 日（土）

　　　　　　　受付開始……………午前 10 時 30 分より

　　　　　　　総会開始……………11 時より

　　　　　　　懇親会（予定） ……12 時 30 分より

会　　場　　　東京新潟県人会館　２階ホール

会　　費　　　懇親会出席者のみ 3,000 円（当日、会場にてお支払いください）

問合せ先　　　東京新潟県人会事務局　電話 03-3832-7619　FAX 03-3832-7639

　　　　　　　　　　　　　　　　　　E メール：info@niigatakenjinkai.com

お申し込み　　 折り込みの申し込みはがきを使い、63円切手をお貼りいただき投函下さい。 

申込み〆切日　令和５年５月 12 日（金）必着

 以上
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２
月
度
会
館
利
用
状
況

4
㈯	

東
京
牧
村
会

	
シ
ャ
ト
ル
の
会

	
一
般
社
団
法
人	

Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｓ

	

東
京
出
雲
崎
会

5
㈰	

東
京
相
川
会

	

首
都
圏
六
日
町
会

6
㈪	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

7
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	

全
日
本
畳
事
業
協
同
組
合

	

Ｌ
Ｐ
Ｇ
内
燃
機
関
工
業
会

	

東
京
津
南
郷
会

8
㈬	

第
四
北
越
銀
行

9
㈭	

コ
ム
コ
株
式
会
社

	

文
化
委
員
会

	

第
35
回
文
化
講
演
会

10
㈮	

歌
声
ク
ラ
ブ

11
㈯	

松
代	

伊
沢
会

	

東
京
塩
沢
会

	

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会
　

12
㈰	

お
け
さ
友
愛
会

	

首
都
圏
佐
渡
連
合
会

13
㈪	

組
織
委
員
会

	

正
副
会
長
会
／
常
務
理
事
会

14
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

15
㈬	

広
報
委
員
会

16
㈭	

コ
ム
コ
株
式
会
社

	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

	

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

	

桂
歌
助	

一
笑
会

17
㈮	

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

18
㈯	

え
ち
ご
妙
高
会

	

東
京
浦
川
原
会

事務局からのお知らせ

	

業
種
間
交
流
会

	

東
京
松
代
会

	

六
日
町
高
校
東
京
同
窓
会

19
㈰	

村
上
市
郷
友
会

	

東
京
松
之
山
会

	

東
京
良
寛
会

	

お
け
さ
友
愛
会

	

東
京
良
寛
会

	

吉
川
高
校
卒
業
生
の
会

	

若
波
会

20
㈪	

新
潟
お
け
さ
会

	

東
京
高
倉
会

	
財
務
委
員
会

21
㈫	
組
織
委
員
会

	

Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

	

三
洋
電
機
洋
友
会

23
㈭	

東
京
上
川
会

24
㈮	

一
般
社
団
法
人	
Ｏ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｓ

	

女
性
委
員
会

	

東
京
中
之
島
会

25
㈯	

若
波
会

	

東
京
塩
沢
会

	

東
京
津
川
会

	

村
上
高
等
学
校
同
窓
会
関
東
支
部

	
	

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ト
校（
Ｙ
Ｈ
）

26
㈰	

東
京
津
南
郷
会

	

東
京
相
川
会

	

首
都
圏
ふ
る
さ
と
わ
し
ま
会

28
㈫	

コ
ム
コ
株
式
会
社

	

三
洋
電
機
洋
友
会

	

財
団
理
事
会

飲料販売始めました！！

ご要望多く頂いておりました、
ビール、酒類、お茶等の販売を再開致しました。

ご希望の節は事務局にお声かけください。
また大量に必要な場合は予めご相談ください。

ご利用お待ちしております。
事務局　03-3832-7619

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野
テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
４
月
10
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

　
　
　
４
月
24
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳
　
政
直

問
い
合
わ
せ
：
０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
４
月
７
日
14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※	

毎
月
「
第
２
週
目
金
曜
日
」
に
実
施

予
定
で
す
。

会員名 出身地 紹介者

因幡	純雄 上越市（旧柿崎町） 山﨑	ヤス

佐藤	輝彦 上越市高田 ―

新入会員のご紹介２月分新入会員のご紹介２月分（敬称略）（敬称略）
（出身地は合併前の名称も使っています）

東京新潟県人会　寄付
2月 23 日　樋口　昭　7,000（商品券）

新潟県立長岡工業高等学校同窓会東京支部
14,000（商品券）

寄 付 金 報 告

ありがとうございました。
皆様からお寄せいただいたご厚意は、県人会運営事業に活用さ
せていただきます。

お
詫
び
と
追
記
訂
正

３
月
号
に
掲
載
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

P3【
誤
】
２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）

【
正
】
２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
）

【
誤
】
直
井
兼
続

【
正
】
直
江
兼
続

P4【
誤
】
伊
貝
秀
一
　
佐
渡
市
副
市
長

【
正
】	
渡
辺
慎
一
　
新
潟
県
農
林
水
産

部
食
品
・
流
通
課
課
長

【
誤
】	
渡
辺
慎
一
　
新
潟
県
農
林
水
産

部
食
品
・
流
通
課
課
長

【
正
】�

小
林
大
吾
　
佐
渡
市
観
光
政
策
監

P5
令
和
５
年
新
年
祝
賀
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
誤
】
佐
渡
市
副
市
長
　
伊
貝
秀
一

【
正
】
佐
渡
市
観
光
政
策
監
　
小
林
大
吾

【
誤
】
宮
田
タ
マ
恵
（
東
京
三
条
会
）

【
正
】
宮
田
タ
マ
恵
（
東
京
三
條
会
）

P11【
誤
】
現
代
工
芸
美
術
協
会
常
務
理
事

【
正
】
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
常
務
理
事

会館
トピ
ック
ス
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5 月の「卓話の時間」開催案内！

郷土訪問旅行のご案内

日　時 : 令和 5 年 5 月 16 日（火）　午後 3 時 ~5 時
受　付 : 午後 2 時 30 分 ~　定員 70 名
会　場 : 東京新潟県人会館 2 階ホール　
会　費 : （茶菓代） 500 円

コロナウイルスにより旅クラブも活動を停止していましたがこの度再開する事に致しました。
詳しい内容については後日改めてご案内しますが、概略は下記の通りです。

行 先　じょんのび村　柏崎市高柳 10-1
日 時　令和５年６月 11 日（日）・12 日（月）
交 通　新幹線　浦佐駅迄　送迎バスの送り迎えがあります。
 　　　自宅から浦佐駅までの交通費は各自負担となります。
 　　　集合時間等は後日お知らせいたします。
会 費　16，000 円　１泊３食
参 加　28 人

「じよんのび」とは「ゆったりのんびり芯から心地よい」という意味のお国言葉です。（ホームページから）
じょんのび温泉「楽寿の湯」
黒姫山中腹から湧き出る茶褐色の温泉は、お肌がスベスベになると評判の温泉です。
泉質は「ナトリウム―炭酸水素塩・塩化物温泉」
効能はきりきず、火傷、慢性皮膚病、慢性婦人病、神経痛、関節痛などで、女性には嬉しい美肌
の湯です。

お申込み　事務局　FAX 03-3832-7639　TEL 03-3832-7619　メール info@niigatakenjinkai.com
主催　東京新潟県人会　旅クラブ　会長　鈴木 輝雄

【講演概要】
１．なぜ、どんな人が被害者になるのか
２．統一教会とは　どんな団体か
３．政治に浸透を策す統一教会

【自己紹介】
1986 年霊感商法の被害者救済に取り組み始めて以来、宗教ト
ラブル、カルト問題、消費者被害救済に取り組み、これがラ
イフワークになってしまいました。その背景には、家族の崩
壊、豊かさ（?）の中で、むしばまれている社会の砂漠化や人々
の心の渇き、それを癒やし、克服する場の欠如があることを
痛感してきました。霊感商法の被害者だけでなく、加害者と
なる統一教会信者やカルト集団の問題もあります。それに加
えて、増加するひとり住まい（家族内孤立を含む）のお年寄
りの各種被害や孤独相続の問題も放置できません。

【卓話者】

弁護士 山口 広 氏
（全国霊感商法対策弁護士連絡会 代表世話人）

1949 年 6 月 福岡県久留米市生れ
1972 年 7 月 東京大学法学部卒業
1978 年 4 月 弁護士登録

テーマ :「なぜ被害者になるのか」
 ―― 統一教会の問題点
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▶

3月30日（木）～

４月2日（日）
初日13：00から
最終日16：00まで

ネスパス 春爛漫！
春うららか !! 春を感じながら、フワフワの新潟
名物揚げしんじょうをおつまみに日本酒、ワイ
ンの飲み比べはいかがですか！ 雪深い津南町で
春を待ちわびた甘くて美味しい雪下にんじんや、
屋外テントでは新潟県産コシヒカリを使用した
五平餅や焼きだんご、全国第１号の地ビール「エ
チゴビール」をご用意して皆様のお越しをお待
ちしております。

▶
6日（木）～9日（日）

初日13：00から
最終日16：00まで

新潟からの春のめぐみフェア
屋外テントに、糸魚川市の北に位置する秘境か
ら山野草がやってきます。山野草とは山や野原
に自生する観賞価値のある草花のことです。こ
の機会にかわいい山野草で少し遅い春の訪れを
お楽しみください。館内では、おなじみの燻製
たん、なんこつ、ささ身などをおつまみに日本酒、
ワインをご堪能ください。

▶
13日（木）～16日（日）

初日13：00から
最終日16：00まで

ネスパス逸品まつり
県内限定品や季節感あふれる日本酒をワンコイ
ンでお楽しみいただけます。 新しいお好みを
見つけるには絶好のチャンスです！ おつまみ
には魚肉と山芋等を混ぜて蒸し、油で揚げた
“ 新潟しんじょう ” をおススメいたします。さ
らに、手作り、無添加の笹だんごもご用意しま
す。屋外テントでは、五泉産シルク 100％の
UV カットのアームカバー、ネックカバーを販
売します。※日本酒の販売は 14 日（金）～
16 日（日）です。

▶
21日（金）～24日（月）

初日13：00から
最終日16：00まで

加茂総桐たんすと加茂市特産品展
加茂市の特産品である総桐たんすを中心に、人
気のからくり金庫箪笥、桐チェア、屛風などの
木工品、加茂縞製品、加茂市七谷産コシヒカリ、
車麩、カルルス煎餅やイチジク羊羹などの銘菓
を展示販売します。この機会に、北越の小京都・
加茂市をお楽しみください。※屋外テントでの
コシヒカリの販売は、21 日（金）～ 23 日（日）
です。【主催】加茂市ふるさと物産会

▶
27日（木）～30日（日）

初日13：00から
最終日16：00まで

新潟こだわりフェスタ
今回の日本酒は、ロングセラーの人気を誇る「亀の翁」「七代目」など久須美酒造のラインナップです。また、米糀菌のみで作られ
た甘酒や、29 日（土）、30 日（日）2 日間限定で新潟県産の果実を使用し低温でじっくり仕上げたドライフルーツを販売します。
屋外テントでは初登場！ 最近ブームのサウナストーブやピザ窯の実演、燻製作りの体験、キャンプストーブの展示などお楽しみが
満載！

正
副
会
長
会
（
２
月
定
例
）

令
和
５
年
２
月
13
日（
月
）

一
、
１
月
議
事
録
確
認

二
、
３
ヶ
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

確
認

三
、
１
月
予
算
状
況
報
告

四
、
総
務
委
員
会
か
ら
同
好

会
細
則
（
案
）
の
提
案
が

あ
り
審
議
の
結
果
結
論
が

出
ず
次
回
の
継
続
審
議

五
、
新
年
祝
賀
会
の
報
告
決

算
書
は
次
回
に
提
出

六
、
今
回
の
各
委
員
会
報
告

は
常
務
理
事
会
で
行
う

七
、
事
務
局
か
ら
会
合
時
の

酒
類
販
売
を
再
開
す
る
事

と
し
価
格
の
試
案
を
提
示

八
、
ネ
ス
パ
ス
が
令
和
６
年

４
月
に
銀
座
へ
移
転
開
館

常
務
理
事
会
（
２
月
定
例
）

令
和
５
年
２
月
13
日（
月
）

一
、
正
副
会
長
会
議
事
報
告

二
、
各
委
員
会
報
告

三
、
質
疑
応
答
の
結
果
承
認

財
団
理
事
会
（
２
月
定
例
）

令
和
５
年
２
月
28
日（
火
）

一
、
１
月
議
事
録
確
認
理
事

長
よ
り
理
事
・
評
議
員
の

選
出
に
つ
い
て
素
案
が
配

布
さ
れ
た
。
内
容
に
つ
い

て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
理

事
・
監
事
か
ら
い
ろ
ん
な

提
案
が
あ
っ
た
第
一
段
階

と
し
て
理
事
長
が
評
議
員

会
に
意
見
を
聞
き
理
事
会

に
報
告
す
る

二
、
社
債
を
購
入
し
た
が
、

利
率
は
年
３.３
％
と
報
告

三
、
１
月
収
支
・
支
払
状
況

四
、
上
野
防
火
管
理
研
究
会

入
会
を
承
認

五
、
コ
ピ
ー
機
リ
ー
ス
料

　
見
直
し
を
検
討
経
費
削
減

六
、
サ
ブ
リ
ー
ス
契
約
書
を

早
く
結
ぶ
よ
う
に
と
提
案

文
化
委
員
会
（
２
月
定
例
）

令
和
５
年
２
月
９
日（
木
）

一
、
第
35
回
文
化
講
演
会
開

催
　
令
和
５
年
２
月
９
日
２
時

　
講
師
　
宮
田
亮
平
先
生

　
満
席
の
参
加
者
で
盛
会

　
数
名
の
方
に
お
断
り
を
し

た
事
お
詫
び
申
上
げ
ま
す

　
田
中
真
紀
子
・
直
紀
夫
妻

も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
委
員
会
（
２
月
定
例
）

令
和
５
年
２
月
13
日（
月
） 

一
、
第
９
回
交
流
会
開
催

二
、
第
10
回
交
流
会
準
備

三
、
令
和
５
年
会
員
証
に
つ

い
て
特
典
を
受
け
ら
れ
る

店
を
増
や
す
よ
う
常
務
理

事
会
に
依
頼
す
る
。
県
人

会
情
報
を
見
れ
る
二
次
元

コ
ー
ド
を
付
け
る

四
、
交
流
会
続
行
を
再
検
討

五
、
任
天
堂
ス
イ
ッ
チ
の
購

入
・
カ
ラ
オ
ケ
・
利
き
酒

新
潟
の
ク
イ
ズ
大
会
等
を

企
画
す
る

広
報
委
員
会
（
２
月
定
例
）

令
和
５
年
２
月
15
日（
水
）

一
、
榊
委
員
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
広

報
ネ
ッ
ト
総
合
サ
ー
ビ
ス

の
説
明
が
あ
り
、
広
報
誌

と
Ｗ
ｅ
ｂ
連
携
に
つ
い
て

情
報
提
供
の
依
頼

二
、
３
月
号
の
表
紙
選
定
と

進
行
状
況
報
告
が
あ
っ
た

三
、
宮
田
先
生
の
文
化
講
演

会
を
２
ぺ
ー
ジ
に
し
た
い

四
、
２
月
号
の
反
省
と
誤
字

訂
正

財
務
委
員
会
（
２
月
定
例
）

令
和
５
年
２
月
20
日（
月
）

一
、
県
人
会
Ｈ
Ｐ
予
算
は
オ

ー
プ
ン
メ
デ
ィ
ア
見
積
書

額
は
計
上
出
来
ず
、
28
日

に
関
係
者
で
再
度
協
議
し

て
３
月
正
副
会
長
会
・
常

務
理
事
会
に
提
出
す
る

二
、
各
委
員
会
の
予
算
案
は

各
種
事
業
と
し
て
収
入
支

出
に
計
上
す
る
。
カ
レ
ン

ダ
ー
配
送
見
積
を
提
出
し

て
頂
く
提
出
が
な
い
場
合

は
予
算
に
計
上
し
な
い

女
性
委
員
会
（
２
月
定
例
）

令
和
５
年
２
月
24
日
（
金
）

老
人
ホ
ー
ム
慰
問
先
候
補

ホ
ー
ム
訪
問
２
件

ネスパスでは、地元・新潟の季節の食材や話題の物産などを紹介するイベントを開催しています。食をはじめとする新潟県の魅力に触れていただけるよう、さまざまな催しも
ご用意しておりますので、表参道にお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。新型コロナウイルス感染症などの影響により、イベント開催や出店者ならびに販売商品が変更と
なる場合がございますので、あらかじめホームページ等でご確認の上、ご来館ください。

B１F お食事処「新潟食楽園」 TEL 03-5775-4322

１F イベントスペース
 物産販売「新潟食楽園」 TEL 03-5775-4332
 会席・和食「にいがたの味　静香庵」
 TEL 03-5771-8500

２F （公社）新潟県観光協会 東京観光センター
 にいがた暮らし・しごと支援センター
 TEL 03-5771-7713、03-5771-7755

◇東京メトロ「表参道駅」A2出口より 徒歩１分
◇JR山手線「原宿駅」表参道口より　徒歩10分

■TEL：03-5771-7711  （代）　■FAX：03-5771-7712
■E-mail：nespace@nico.or.jp
■URL  https://www.nico.or.jp/nespace/

公益財団法人にいがた産業創造機構

ネスパス で検索!

会
議
・
委
員
会
報
告

４月ネスパス イベント情報ネスパス イベント情報表参道・新潟館
開催時間　10：30～18：00 ※初日と最終日以外 ▶▶▶　　No．00298No．00298
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多
彩
な
奉
納
演
芸
―
佐
渡
お
け
さ
、 

白
梅
太
鼓
…
な
ど
を
堪
能

　
当
日
の
奉
納
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
―

①
ソ
ー
ラ
ン
節（
大
江
戸
東
京
音
頭
連
）

②
佐
渡
お
け
さ（
佐
渡
こ
が
ね
会
）③
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス（
春
奈
あ
き
＆
ア
ラ
ビ
ー

ナ
）④
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
尚
美
ミ
ュ
ー
ジ 

ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
専
門
学
校
）⑤
佐
渡
お

け
さ（
お
け
さ
友
愛
会
）⑥
白
梅
太
鼓

（
湯
島
天
神
太
鼓
保
存
会
）⑦
石
見
神

楽（
石
見
神
楽
東
京
社
中
）

　
新
潟
県
人
会
関
係
の「
お
け
さ
友

愛
会
」は
、相
川
音
頭
、両
津
甚
句
、

佐
渡
お
け
さ
の
三
曲
を
見
事
に
演

じ
、拍
手
喝
さ
い
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。
湯
島
天
神
太
鼓
保
存
会
の
若

さ
溢
れ
る
圧
倒
的
な
熱
演
ぶ
り
は
、

観
客
を
魅
了
。

樹
齢
70
～
80
年
の
白
梅（
白
加
賀
し 

ろ
か
が
）が
八
割
を
占
め
る
梅
林

　
定
評
あ
る
湯
島
天
神
の
梅
林
は
、

樹
齢
70
～
80
年
の
白
梅（
白
加
賀

し
ろ
か
が
）が
約
八
割
を
占
め
る
白
梅

主
体
の
梅
林
で
す
。
し
か
し
、天
神

さ
ま
の
梅
林
は
決
し
て
そ
れ
だ
け

で
な
く
、・
豊
後（
ぶ
ん
ご
）淡
紅
・

遅
咲
き
・
寒
紅
梅（
か
ん
こ
う
ば

い
）紅
・
八
重
咲
・
見
驚（
け
ん
き�

ょ
う
）薄
紅
・
想
い
の
ま
ま（
思
い

の
ま
ま
）紅
白
の
花
が
一
本
の
木

か
ら
咲
く
・
道
知
辺（
み
ち
し
る

べ
）薄
紅
…
な
ど
、実
に
多
彩
な
梅

に
彩
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

�

（
広
報
・
樋
口
）

◉
地
元
・
上
野
界
隈
―T

O
PIC

S

◉

第
66
回
「
湯
島
天
神 

梅
ま
つ
り
」

・
日
時
：
令
和
５
年
２
月
８
日（
水
）
～
３
月
８
日（
水
）

・
主
催
：
文
京
梅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　
文
京
区
観
光
協
会

・
後
援
：
文
京
区・読
売
新
聞
社・東
京
観
光
財
団・上
野
観
光
連
盟

東
京
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・湯
島
天
満
宮
氏
子
崇
敬
会

湯
島
天
満
宮
祭
礼
連
合
会・白
梅
商
店
会・湯
島
公
道
会

ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
館（
県
人
会
館
）は 

湯
島
天
神
の
お
膝
元
で
す

　
湯
島
天
神
は
、江
戸
時
代
よ
り
、

「
梅
の
名
所
」と
し
て
江
戸
の
庶
民

に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

昭
和
33
年（
１
９
５
８
年
）よ
り
始

ま
っ
た「
梅
ま
つ
り
」は
、い
ま
や
、

期
間
中
延
べ
40
万
人
と
い
う
多
数

の
人
々
で
賑
わ
う
都
内
屈
指
の
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

新
潟
県
人
会
の「
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ

と
館
」は
、ま
さ
に
こ
の
湯
島
天
神

の
お
膝
元
に
あ
り
ま
す
。会
館
を
出

て
、広
い
中
央
通
り
を
ま
た
い
で
、

歩
い
て
５
分
程
で
も
う
天
神
さ
ま

で
す
。
今
年
度
の
第
66
回
梅
ま
つ

り
は
、２
月
８
日（
水
）～
３
月
８
日

（
水
）の
開
催
。
期
間
中
の
土
・
日
・

祝
日
の
12
：
00
～
16
：
30
に
は�

「
奉
納
演
芸
」も
組
み
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。そ
こ
で
、２
月
26
日（
日
）、

会
館
か
ら
天
神
さ
ま
へ
向
か
う
。
折

か
ら
コ
ロ
ナ
第
８
波
も
漸
く
底
を

つ
き
、好
天
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
も

あ
り
、大
変
な
人
出
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

白梅（白加賀しろかが）

宝物殿正面

−白梅太鼓（湯島天神太鼓保存会）−

−佐渡おけさ（おけさ友愛会）−

TOPICSTOPICS

（�13�）



粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
４
５
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

◎
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、佐

渡
市
が「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
進
め
る
上
で

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
も
の
で
す
。

◎
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集
に
対

し
、全
国
各
地
か
ら
１４２
作
品

の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、昨

年
末
の
市
民
投
票
な
ど
を
経

て
最
優
秀
作
品
が
決
定
し
ま

し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト

◎
佐
渡
市
の
鳥「
ト
キ
」を
モ

チ
ー
フ
に
、佐
渡
島
の
地
形

に
翼
を
広
げ
た
姿
を
重
ね
ま

し
た
。

◎
持
続
可
能
な
自
立
・
分
散

型
社
会
の
モ
デ
ル
地
域
と

な
っ
て
課
題
解
決
の
先
進
地

に
躍
進
す
る
佐
渡
市
を
、ト

キ
が
羽
ば
た
き
飛
び
立
つ
姿

で
表
現
す
る
こ
と
で
、島
の

環
境
・
経
済
・
社
会
の
調
和
を

は
か
り
、目
指
す
未
来
の
佐

渡
市
に
向
か
っ
て
い
く
と
い

う
強
い
想
い
を
込
め
て
い
ま

す
。

佐
渡
市
企
画
財
政
部
総
合
政
策
課

☎
０
２
５
９-

６
３-

３
８
０
２

◎
刈
羽
村
に
春
を
告
げ
る
恒

例
の
イ
ベ
ン
ト「
桃
の
花
見

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
４
月

16
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

◎
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

な
る
刈
羽
村
第
２
体
育
館
で

は
、和
太
鼓
や
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢

山
。
屋
外
に
は
出
店
が
立
ち

並
び
、刈
羽
村
消
防
団
に
よ

る
ポ
ン
プ
車
乗
車
体
験
も
実

施
さ
れ
ま
す
。

◎
花
見
会
場
と
な
る
ぴ
あ

パ
ー
ク
と
う
り
ん
ぼ
と
正
明

寺
地
域
の
桃
畑
で
は
、特
産

品
で
あ
る
砂
丘
桃
の
花
見
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぴ
あ
パ
ー
ク
と
う
り
ん
ぼ
で

は
、砂
丘
桃
の
加
工
品
の
販
売

な
ど
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

◎
さ
ら
に
、今
年
は
東
京
電

力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
柏

崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
サ
ー

ビ
ス
ホ
ー
ル
と
も
連
携
し
て

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
。

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
投
函
し

た
方
に
は「
砂
丘
桃
の
オ
ー

ナ
ー
権
利
」が
当
た
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

刈
羽
村
産
業
政
策
課

☎
０
２
５
７-

４
５-

３
９
１
３

第
34
回
桃
の
花
見
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
す
！�

（
刈
羽
村
）

秘
境
を
行
く
ロ
ー
カ
ル

線
“
Ｊ
Ｒ
只
見
線
”

�

（
魚
沼
市
）

◎
魚
沼
市（
小
出
駅
）と
福
島

県
会
津
若
松
市（
会
津
若
松

駅
）を
結
ぶ『
Ｊ
Ｒ
只
見
線
』。

そ
の
車
窓
か
ら
は
年
間
を
通

し
て
四
季
折
々
の
美
し
い
景

色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、

海
外
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は「
世
界
で

最
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
鉄
道
」

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、世
界
的
に
も
景
観
美
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
ロ
ー

カ
ル
線
で
す
。
人
気
が
高
い

シ
ー
ズ
ン
は
紅
葉
の「
秋
」で

す
が
、新
緑
と
残
雪
、山
桜
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い

「
春
」も
お
す
す
め
で
す
。

◎
Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
２
０
１
１

年
７
月
の『
新
潟
福
島
豪
雨
』

の
影
響
で
一
部
区
間
が
不
通

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

昨
年
10
月
１
日
に
11
年
ぶ
り

に
全
線
再
開
通
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
は
再
開
通
後
、初
め

て
の「
春
」を
迎
え
ま
す
。
長

年
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
車
窓
か
ら
の
春
の
景
色
を

見
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
般
社
団
法
人
魚
沼
市
観
光
協
会

魚
沼
市
吉
田
１
１
４
４

☎
０
２
５-

７
９
２-

７
３
０
０

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
佐
渡

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
決
定
し
ま
し
た
！

�

（
佐
渡
市
）
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下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

県
央弥彦

・
三
条
エ
リ
ア

◎
江
戸
時
代
の
風
情
が
残
る

村
上
の
旧
城
下
町
エ
リ
ア
に

は
、昔
な
が
ら
の
町
屋
造
り

を
活
か
し
た
建
物
が
数
多
く

立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
名
産

の
鮭
加
工
品
や
地
酒
を
扱
う

酒
販
店
、老
舗
和
菓
子
店
や

甘
味
処
、村
上
木
彫
堆
朱
の

店
な
ど
が
軒
を
連
ね
、村
上

の
名
品
が
揃
い
ま
す
。
町
屋

内
部
を
公
開
し
て
い
る
店
舗

も
あ
り
、村
上
の
町
屋
造
り

を
じ
っ
く
り
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

◎
ま
ち
歩
き
と
も
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
食
の
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

◎
村
上
市
観
光
協
会
で
は

「
村
上
ど
ん
ぶ
り
合
戦 

２
０

２
３
春
・
夏
編
」を
開
催
。
岩

船
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
鮭
、村

上
牛
な
ど
、豊
富
な
食
材
が

あ
る
村
上
の「
お
い
し
い
」を

ど
ん
ぶ
り
に
詰
め
込
ん
だ
、

参
加
各
店
自
慢
の
一
杯
が
勢

揃
い
し
て
い
ま
す
。

◎
ぜ
ひ
村
上
に
お
越
し
い
た

だ
き
、ま
ち
歩
き
と
食
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間：
４
月
１
日
～
９
月
30

日
村
上
市
内
の
28
店
舗
参
加

村
上
駅
前
観
光
案
内
所

☎
０
２
５
４-

５
３-

２
２
５
８

城
下
町
村
上
の

町
屋
散
策

�

（
村
上
市
）

◎
新
潟
市
江
南
区
の
大
江
山

地
区
を
流
れ
る
横
越
排
水
路

は
、曲
が
り
く
ね
っ
て
い
た

堀
を
真
っ
直
ぐ
に
整
備
し
た

こ
と
か
ら「
直
堀（
す
ぐ
ぼ

り
）」と
名
付
け
ら
れ
、い
つ

の
頃
か
ら
か「
す
ご
堀（
す
ご

ぼ
り
）」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
１
９
８
９
年

に
地
元
の
住
民
た
ち
が
こ
の

堀
に
沿
っ
て
桜
を
植
え
た
こ

と
で
、江
南
区
の
桜
の
名
所

「
す
ご
堀
の
桜
並
木
」が
誕
生

し
ま
し
た
。

◎
田
園
風
景
の
な
か
に
４００
本

以
上
の
桜
が
３．５
㎞
に
も
渡
っ

て
延
々
と
咲
き
誇
る
、の
ど

か
で
心
癒
さ
れ
る
桜
並
木

は
、例
年
４
月
上
旬
頃
に
開

花
し
、中
旬
に
開
催
さ
れ
る

「
す
ご
ぼ
り
桜
ま
つ
り
」で

は
、吊
る
さ
れ
た
ぼ
ん
ぼ
り

が
桜
並
木
を
温
か
く
照
ら
す

夜
桜
も
満
喫
で
き
ま
す
。
市

民
か
ら「
赤
道（
あ
か
み
ち
）」

と
呼
ば
れ
る
大
き
な
道
路
が

そ
ば
を
通
り
、ド
ラ
イ
ブ
が

て
ら
楽
し
む
こ
と
も
。
地
元

に
愛
さ
れ
る
隠
れ
た
桜
の
名

所
へ
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ

い
。

江
南
区
産
業
振
興
課

☎
０
２
５-

３
８
２-

４
８
０
９

す
ご
堀
の
桜
並
木

�

（
新
潟
市
江
南
区
）

◎
信
越
ト
レ
イ
ル
は
、長
野

と
新
潟
の
県
境
に
連
な
る
関

田
山
脈
の
尾
根
と
苗
場
山
麗

の
段
丘
や
渓
谷
を
貫
く
、全
長

１１０
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で

す
。
こ
の
ト
レ
イ
ル
の
ル
ー

ト
上
に
は
か
つ
て
16
も
の
峠

道
が
あ
り
、ま
さ
に
信
濃
と
越

後
の
交
流
の
道
で
し
た
。
越

後
か
ら
は
塩
や
海
産
物
、米
、

酒
な
ど
生
活
に
必
要
な
品
々

が
、信
濃
か
ら
は
内
山
和
紙

や
菜
種
油
な
ど
が
牛
や
馬
に

よ
っ
て
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

古
く
か
ら
地
域
の
人
々
の
生

活
の
場
で
あ
り
な
が
ら
様
々

な
自
然
が
今
も
な
お
残
さ
れ

て
い
る
こ
の
里
山
に
は
、国
内

で
も
貴
重
な
動
植
物
や
、原

生
に
近
い
状
態
の
ブ
ナ
林
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上

越
市
牧
区
の
牧
峠
か
ら
は
日

本
海
、天
気
が
良
い
と
佐
渡
島

ま
で
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
は
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ

ブ
と
関
係
団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
、ト
レ
イ
ル
一
帯

の
環
境
を
守
る
た
め
の
整
備

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
越
市
観
光
交
流
推
進
課

☎
０
２
５-

５
２
０-

５
７
４
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

信
越
ト
レ
イ
ル
ク

ラ
ブ
事
務
局

☎
０
２
６
９-

６
９-

２
８
８
８

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

信
越
ト
レ
イ
ル

�

（
上
越
市
）

◎「
つ
ば
め
桜
ま
つ
り
」は
、

大
河
津
分
水
工
事
へ
の
感
謝

の
心
で
植
樹
さ
れ
た
約
２
，

６
０
０
本
の
美
し
い
桜
並
木

と
、絢
爛
豪
華
な「
分
水
お
い

ら
ん
道
中
」、地
域
の
力
を
結

集
し
た
さ
く
ら
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
よ
る
、越
後
平
野
に
春

を
告
げ
る
催
し
で
す
。「
２

０
２
３
つ
ば
め
桜
ま
つ
り
」

は
、大
河
津
分
水
桜
並
木
や

分
水
駅
で
の
夜
桜
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
燕
市
内
各
所
に
て

さ
く
ら
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、４
年
ぶ
り
に

屋
外
で
開
催
す
る
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
の「
第
78
回
分
水
お

い
ら
ん
道
中
」は
、絢
爛
豪
華

な
衣
裳
に
身
を
つ
つ
ん
だ
３

名
の
お
い
ら
ん
役
が
、付
き

人
を 

従
え
、大
河
津
分
水
桜

並
木
を
歩
き
ま
す
。

※
中
止
、変
更
の
場
合
あ
り

【
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】大
河

津
分
水
桜
並
木
、Ｊ
Ｒ
分
水

駅
　
18
時
～
21
時
半

【
協
賛
媒
体
掲
出
】大
河
津
分

水
桜
並
木
、大
河
津
分
水
さ

く
ら
公
園

【
第
78
回
分
水
お
い
ら
ん
道

中
】４
月
16
日
大
河
津
分
水

桜
並
木
14
時
※
天
候
不
良
時

／
燕
市
分
水
総
合
体
育
館
①

12
時
半
②
14
時
半

『
２
０
２
３
つ
ば
め

�
桜
ま
つ
り
』

期
間
：
４
月
３
日（
月
）

　
　
　
　
～
16
日（
日
）（
燕
市
）

（
一
社
）燕
市
観
光
協
会

☎
０
２
５
６-

６
４-

７
６
３
０
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妻
有
地
域（
十
日
町
、津
南
）の

か
つ
て
の
懐
か
し
い
人
の
暮
し

　
本
書
は
、古
く
か
ら「
越
後

妻
有
」と
い
わ
れ
て
い
る
旧
・

中
魚
沼
郡（
十
日
町
市
、津
南

町
）の
伝
統
的
な
年
中
行
事
や

人
々
の
暮
し
を
、著
者
が
地
域

の
集
落
を
歩
き
、住
民
か
ら
の

直
接
の「
聞
き
取
り
」と「
写

真
撮
影
」に
よ
る
貴
重
な
る

「
記
録
」を
ベ
ー
ス
に
し
た�

判
り
や
す
い
語
り
か
け
口
調

の
好
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

　
本
書
の
全
115
話
は
、平
成

29
年（
２
０
１
７
年
）９
月
か

ら
令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）

４
月
ま
で『
妻
有
新
聞
』に
連

載
さ
れ
た
寄
稿
文
に
補
筆
、修

正
を
加
え
、季
節
順
に
並
び
替

え
、各
１
話
を
コ
ン
パ
ク
ト
な

「
見
開
き
２
頁
」に
、本
文
、�

写
真
を
配
置
し
、大
変
読
み
や

す
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
正
月
」、「
春
か
ら
夏
へ
」、「
盆
」

…
な
ど
５
章
に
全
115
話

　
ま
ず
、本
書
の
目
次
を
見

て
み
よ
う
―
―

　
正
月

・
正
月
迎
え
で
忙
し
い
師
走

・
ス
ス
男

・
正
月
さ
ん
が
き
た
ぞ

�
…
な
ど
12
話

　
春
か
ら
夏
へ

・
十
二
講

・
節
分
と
立
春
…
な
ど
29
話

　
盆

・
盆
の
い
わ
れ

・
お
盆
行
事
　
…
な
ど
７
話

　
秋
か
ら
冬
へ

・
風
神
さ
ま

・
秋
彼
岸
と
十
五
夜

�

…
な
ど
35
話

　
住
ま
い
と
暮
ら
し

・
中
門
造
り

・
建
築
儀
礼

�

…
な
ど
32
話

県
関
連
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
紹
介

県
関
連
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
紹
介

地
域
の
暮
し
の
一
瞬
を
捉
え
た

数
々
の
写
真

　
本
書
に
は
、表
紙
か
ら
各
見

開
き
に
駒
形
氏
撮
影
の「
あ
の

日
あ
の
時
」の
暮
し
の
一
瞬
を

捉
え
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

　
表
紙
の「
モ
リ
ッ
コ
す
る
女

の
子（
P65
）の
写
真
。
昭
和
32

年
、川
西
町
の
旧
白
倉
小
学

校
へ
の
峠
道
で
の
１
枚
。

　「
そ
れ
に
し
て
も
撮
っ�

て
い
る
こ
の
娘
さ
ん
た
ち
は
、

今
も
元
気
で
過
ご
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。こ
の
写
真
が
目

に
留
ま
る
と
い
い
の
だ
が
な
」

と
記
す
。

　「
出
稼
ぎ
帰
り
」（
P45
）の
写

真
。春
の
雪
消
え
と
共
に
東
京

か
ら
帰
っ
て
き
た
男
た
ち
の

一
瞬
を
捉
え
た
も
の（
昭
和

34
年
４
月�

津
南
町
樽
田
で
）

こ
の
よ
う
に
、本
書
は
、昭
和

30
年
代
か
ら
60
年
代
頃
の�

地
域
の
貴
重
な
記
録
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

新
潟
県
民
俗
学
会
長
も
務
め

ら
れ
た
駒
形
覐
氏

　
駒
形
覐（
こ
ま
が
た
さ
と
し
）

氏（
五
泉
市
・
村
松
）は
、１
９

２
４
年（
大
正
13
年
）佐
渡
生

ま
れ
。昭
和
23
年
か
ら
、新
潟

県
立
十
日
町
高
校
、村
松
高
校
、

新
津
南
高
校
、三
条
高
校
勤
務

を
経
て
、昭
和
61
年
川
西
高

校
校
長
を
定
年
退
職
。

　
永
い
間
新
潟
県
民
族
学
会

長
を
務
め
ら
れ
、現
在
、新
潟

県
民
俗
学
会
名
誉
会
員
、日
本

民
俗
学
会
名
誉
会
員
。

　
十
日
町
高
校
教
諭
時
代
の

昭
和
23
年
～
昭
和
36
年
に�

越
後
妻
有
地
域
の
民
俗
調
査

に
取
り
組
み
、そ
の
時
の
調
査

記
録
が
、今
回
の
著
作
の
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
筆
者
の
十
日
町
高
校
在
学

時
代（
昭
和
28
年
～
31
年
）

は
、た
ま
た
ま
先
生
の
勤
務
す

る
女
子
系
の「
西
校
」と
筆
者

の
在
学
す
る
男
子
系
の「
東
校
」

と
画
然
と
別
れ
て
お
り
、直
接

授
業
を
受
け
る
こ
と
は
な
か�

っ
た
が
、郷
土
史
、民
俗
学
な

ど
に
興
味
を
抱
き
だ
し
た
頃

で
、先
生
の
存
在
は
、地
元
紙

へ
の
執
筆
活
動
な
ど
を
通
し

て
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

�

（
広
報
・
樋
口
）

■
駒
形
氏
の
旧
著
書
。同
書
の

表
紙
の「
帯
」に
は『
豊
か
な

自
然
と
民
俗
―
新
潟
の
四
季�

平
明
に
語
り
あ
か
す
生
活
歳

時
記
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送

■
新
潟
県
の
各
地
域
の
歴
史

と
名
所・遺
跡
な
ど
を
紹
介
す

る
シ
リ
ー
ズ
出
版
の
当
該
地

域
版
。
冒
頭
に
詳
細
な
地
図

を
掲
載
。
各
地
域
ご
と
に
、

■
小
林
存
氏（1877

～1961

）

は
明
治
10
年
、中
蒲
原
郡
横

越
村
で
生
ま
れ
、永
年
新
潟
県

民
俗
学
会
長
を
務
め
ら
れ
た

民
俗
学
者
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

で
好
評
を
博
し
た「
暮
し
の
歳

時
記
」を
、詩
情
豊
か
な
写
真

と
共
に
構
成
。に
い
が
た
を
愛

す
る
人
び
と
へ
贈
る
楽
し
い

ふ
る
さ
と
ス
ケ
ッ
チ
集
』と
。

地
域
概
説
、各
項
目（
地
域
ご

と
に
10
～
25
項
目
）。
最
後

に
全
体
の
略
年
表
、参
考
文
献

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
が

付
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
ま
も
な
く
、招
か
れ
て

当
時
、民
俗
学
の
未
開
の
宝
庫

と
い
わ
れ
た
当
地
域
に
長
期

滞
在
、本
書
を
上
梓
。
以
後
当

地
の
民
俗
学
の
指
針
と
な
る
。

駒
形
覐
・
著

『
越
後
・
佐
渡 

暮
し
の
歳
時
記
』

『
に
い
が
た
歴
史
紀
行
』

⓬
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
・
南
魚
沼
郡

小
林
存
・
著

『
中
魚
沼
の
物
語
』

発
行
所
：
国
書
刊
行
会

刊
　
行
：
１
９
９
２
・
５
・
15

発
行
所
：
新
潟
日
報
事
業
社
出
版
部

刊
　
行
：
１
９
９
５
・
３
・
５

発
行
所
：
中
魚
沼
の
物
語
刊
行
会

刊
　
行
：
１
９
５
４
年
（
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e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負

☎03-3836-3226・FAX03-3839-4310
☎03-3834-1646

東京都千代田区外神田6-15-11
日東ビルB１F 銀座線末広町駅徒歩１分

東京事務所　上野3-13-9　原田ビル402号室

製粉工場　新潟中央競馬場近く

代表取締役　長谷川　三男（豊栄出身）

へぎそば割烹　越後屋
2月20日閉店  長い間ありがとうございました

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

二次元コードの読み取り方（スマホの方）
1. カメラまたは二次元コード読み取りアプリを起動

2. 撮影画面に二次元コードをかざす

PC の方は
東京新潟県人会ＨＰトップ右下のバナーをクリック！

パソコンでも
スマホでも

会議室の予約はウェブで会議室の予約はウェブで

ＰＣ版は県人会のウェブから

（ 17 ）



本　　社　新潟市中央区万代 4 丁目 5 番 15 号
　　　　　TEL ０２５- ２４７- ５１７１

　　代表取締役社長　市　村　　稿　
東京支店　東京都新宿区中里町 29 番地 3
　　　　　TEL ０３- ５２０６- ５６６０

　　執行役員支店長　宮　澤　稲　夫

創ります。人と自然と文明の共存を。

株式会社 本間組
新潟本社　〒951-8650 新潟市中央区西湊町通三ノ町 3300‐3
 TEL　025‐229‐2511（代表）
東京支店　〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町４
 TEL　03‐3256‐0921（代表）
　ホームページアドレス　http://www.honmagumi.co.jp

＜【横型】名刺広告（カラー指定）＞ 

 
地域によりそう。 

地域にこたえる。 
地域をうごかす。 

〈東京支店・東京中央支店〉 
中央区日本橋室町 1－6－5(だいし東京ビル 3・4階) TEL 03(3270)4441 

〈池袋支店〉 
豊島区東池袋 3－4－3(NBF池袋イースト 10階)   TEL 03(3981)8221 

「佐渡島の金山」世界遺産登録を応援しています

ふるさと新潟の将来を一緒に考えます

県外にお住まいの方はお得！
「新潟日報電子版」お申し込みはこちら

東京支社 / 東京都千代田区内幸町 2丁目 2番 1号
日本プレスセンタービル２階   TEL.03-5510-5511

（ 18 ）



飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

◆全室バストイレ付の個室（３～５名室が中心）
◆JR山手線御徒町駅徒歩５分、地下鉄湯島駅徒歩１分
◆秋葉原電気街、上野公園、東京大学は徒歩５～１０分
料金は季節変動制のため、HPをご確認下さい。

所在地：東京都台東区上野1-13-6(東京新潟県人会館内)
TEL：03-6284-4357

東京上野ユースホステル
2021年新築OPEN！
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